Ⅰ 　交 通 事 故 相 談 状 況

1　県交通事故相談所の概況

　(1) 県交通事故相談所の開設状況

　次のとおり交通事故相談所を設置して、交通事故に関連する相談業務を行っている。

名　　称
所　在　地
構　　　　成

静　　岡　　県

交通事故相談所
静岡市黒金町57

中部県行政センター黒金分庁舎内

　　　電話　054-252-9990

静岡市有明町2-20

中部県行政センター内（事務のみ）

（静岡県静岡総合庁舎）

　　　電話　054-286-9002
所長（中部県行政センター副所長兼務）

所長補佐（同上　総務防災課長兼務）

交通事故相談員４名

顧問弁護士　　５名（交替制）

開 設 時 間
月曜日から金曜日まで

（祝日、振替休日、年末年始を除く）
午前９時から午後４時まで

（受付は午後３時30分まで）

　ただし、顧問弁護士による相談は、分庁舎において毎週木曜日の午後１時から４時まで実施。

　(2) 巡回交通事故相談所の開設状況

　市町村に出張して行う巡回相談は、原則として交通事故相談所を設置している市町と、交通事故相談員に委嘱して定期的に交通事故相談を行っている市町村を除き、年間実施計画に基づき行っている。

　なお、開設時間は原則として午前10時から午後３時までとしている。

2　平成14年度の交通事故相談状況

　(1) 相談件数（前年度との比較状況）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

区　　　分
面　接　相　談
電　話
文　書
計


本　所
巡　回




件数
平成14年度
１，１１４
１７１
１，０７７
７
２，３６９


平成13年度
８４３
１９９
９８３
２９
２，０５４


比　　　較
２７１
－２８
９４
－２２
３１５

平成14年度の構成率
４７．０
７．２
４５．５
０．３
１００

平成13年度の全国平均
３０．０
１３．２
５６．７
０．１
１００

◎　平成14年度の相談件数2,369件は、当所が昭和42年に開設して以来最も多い件数である。

◎　相談区分の構成率は、面積相談が54.2％で非面接（電話・文書）相談は45.8％となっている。

◎　平成13年度における全国平均（都道府県と政令指定都市）の構成率と比較すると、本県は面接相談が17.0％高く、非面接がその分低くなっている。

◎　新規面接相談の所要時間は、１時間～１時間30分である。

　(2) 月別相談状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

　月別

区分
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
14年

度 計
前年

度計
差

本所
面 接
116
110
94
115
98
99
101
67
83
78
84
69
1,114
843
271


電 話
98
88
81
98
86
78
91
94
80
78
112
93
1,077
983
94


文 書
0
1
0
0
0
0
0
1
2
1
0
2
7
29
-22

巡　回
14
14
20
10
13
18
13
17
18
7
15
12
171
199
-28

計
228
213
195
223
197
195
205
179
183
164
211
176
2,369
2,054
315

◎月平均の相談件数は、197件となり前年度より26件増加している。

　(3) 相談件数の年度別推移（事故死傷者数を含む）
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ア　平成5年度～平成14年度間の交通事故死傷者数（暦年）と相談状況　　

イ　年度別相談率の状況

年　　　度
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

Ａ  相  談  件  数
1,470
1,406
1,610
1,541
1,469
1,433
1,610
1,753
2,054
2,369

Ｂ交通事故死傷者数
41,525
41,544
45,035
41,969
38,868
41,517
45,178
50,145
54,602
53,020

Ａ  ／  Ｂ  　％
3.5
3.4
3.6
3.7
3.8
3.5
3.6
3.5
3.8
4.5

ウ　平成9年度以降の相談区分別状況　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

区分　

　　年度　　　



面　　接　　相　　談
電話相談
文書相談
合　計


本　　所
巡　　回
計





新規
継続
計
新規
継続
計
新規
継続
計




9
193
381
574
148
36
184
(23.2)

341
(28.4)

417
(51.6)

758
(46.2)

678
(2.2)

33
(100%)

1,469

10
193
342
535
150
23
173
(23.9)

343
(25.5)

365
(49.4)

708
(49.3)

706
(1.3)

19
(100%)

1,433

11
230
345
575
126
27
153
(22.1)

356
(23.1)

372
(45.2)

728
(53.6)

863
(1.2)

19
(100%)

1,610

12
223
361
584
140
24
164
(20.7)

363
(22.0)

385
(42.7)

748
(54.5)

955
(2.8)

50
(100%)

1,753

13
258
585
843
160
39
199
(20.3)

418
(30.4)

624
(50.7)

1,042
(47.9)

983
(1.4)

29
(100%)

2,054

14
307
807
1,114
131
40
171
(18.5)

438
(35.8)

847
(54.2)

1,285
(45.5)

1,077
(0.3)

7
(100%)

2,369

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は％、構成率を示す。

　(4) 新規、継続相談の状況（面接相談のみ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）
区　分
死　亡
傷　害
物　損
その他
計

新　規
３１
３３０
７３
４
４３８

継　続
４４
７３４
６７
２
８４７

計
７５
１，０６４
１４０
６
１，２８５

◎　面接相談における継続相談率は６５．９％であり、全国平均（３３．３％）の約倍になる。

　(5) 事故種別の相談状況
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イ．事故種別、相談区分別状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）
区　分
死　亡
傷　害
物　損
その他
計

面　接
７５
１，０６４
１４０
６
１，２８５

電　話
４５
７８３
２２１
２８
１，０７７

文　書
０
　５
２
０
７

計
１２０
１，８５２
３６３
３４
２，３６９

　(6) 被害者、加害者別状況

◎　被害者、加害者の区分は、相談者の申立によるもの。

◎　被害者側の相談が85.7％であり、加害者側の相談の約６倍になる。


　(7) 相談内容別状況

　　　相談要旨別状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件、％）
要旨別
賠償責任者
賠償額の算定
過失の程度
示談の仕方
示談解決後の変更取消
債務不履行
自賠責請求等
労災・社会保険の使用
訴訟・調停の利用
後遺症
時効
生計維持・支援援助等
各種福祉施設の利用
保険会社関連
その他
計

件数
104
886
198
108
4
66
314
50
198
232
6
4
1
71
127
2,369

％
4.4
37.4
8.4
4.5
0.2
2.8
13.2
2.1
8.4
9.8
0.2
0.2
0.1
3.0
5.3
100

◎　面接相談の場合、数項目にわたる相談が多く、従たるものは、241件あった。

　　（11頁の第１表相談内容別（　）数（従たる相談）を参照）

◎　賠償責任・賠償額の算定・過失の程度等の不備から、訴訟・調停に発展していくケースが多いことを反映してこの種の相談が増加している。

◎　被害者と保険会社の対立から、その対応を巡る不満や苦情が71件あった。

◎　その他は、行政処分や刑事処分を巡っての不満や苦情に対するもの等である。
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